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2021-22年度 国際ロータリー会長 シェカール・メータ 

国際ロータリー第 2660 地区 2021-22年度ガバナー 吉川秀隆  

4つのテスト 言行はこれに照らしてから 

１ 真実かどうか   ２ みんなに公平か   ３ 好意と友情を深めるか   ４ みんなのためになるかどうか 

◆次回例会プログラム◆ 
２０２１年 8 月 19日（木） 第 2483回例会 
ガバナー補佐訪問：延原健二ガバナー補佐 
クラブ協議会 

◆前回例会◆ 

 2021年 7月 29日（第 2481回例会）  
（出席報告）     
  会員数 27名  出席者 15名 
  出席率 62.5％   

  ゲスト なし 

 

◆会長挨拶◆           浦  収 

 

連日オリンピックの熱戦の模様が

伝えられております。オリンピック選

手の活躍をみて胸を熱くしている毎

日です。オリンピック開催について

の是非はありますが、私は開催され

たことは良かったと思っております。

また私の母校、関学高等部野球部

が兵庫県大会決勝に進出したのですが、惜しくも負けて

しまいました。さらにアメリカ大リーグの大谷選手の活躍も、

日々の楽しみのひとつでありまして、仕事の合間に動画

をみてはスカッとした気分にさせていただいております。

このようにスポーツのもたらす力を感じずにはいられませ

ん。 

一方でコロナの感染者が過去最高となっております。

大阪府に４度目の緊急事態宣言が再発出される見込み

となりました。８月末に納涼例会を予定しておりましたが、

延期にせざるを得ないかと考えております。また８月は例

会自体の開催も危ぶまれる状況となっております。今年

度は皆さんとの会食の機会多く持ちたいと思っておりまし

たので、非常に残念です。 

さて、こちらで会長挨拶をさせていただくのは３回目と

なります。１、２回目は所信表明でありましたので、本日よ 

 

り通常の会長挨拶となります。会長挨拶とは何か、という

ことについて考えておりますが、一言でいうと“前菜”なの

かなと思います。そしてメインディッシュは卓話者であると 

思います。その前菜の役目を担う会長挨拶ですが、会長

の思いを自由にお伝えすることができる時間だと思って

おりますので、日々何を話すかを考える毎日となっており

ます。こちらには会長経験者がたくさんいらっしゃるので

ご理解いただけるかと思うのですが、私は夜寝る前に、物

思いに耽ったり、普段考えていることを書き留めたりする

ことが多くなりました。『人は 1 分間に 150 から 300 語程

度心の中で自分に語りかけている』と言われているそうで

す。このセルフトークは、朝起きて夜眠るまで1日にすると、

おおよそ 5 万回にも上るとのことです。これは生きている

限り続いていくことなのです。会長挨拶のために、自分と

の対話で思い浮かんだ考えをメモに残し、人に話す次元

まで引き上げることで、ものごとを深く考察する時間が増

えました。普段、自分一人で仕事をしている私にとって、

週に 1 回自身の思いを皆さんの前で語ることは、本当に

貴重な機会が与えられていると思います。自分と対話す

る時間が増え、これが 1 年続けば、人間的な成長は計り

知れないものがあると思います。 

今年度は始まったばかりで、まだ何もできておりません

が、会長経験のない会員の方は絶対会長はやるべきだと

感じております。この１年間、会長挨拶を考えることで、自

分自身の成長に繋げていきたいと思います。 

 

さて、本日のメインは会員増強フォーラムです。木村会

員増強選考委員長、山本幹事、高橋会員には貴重なご

意見を賜りたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

◆今週の例会プログラム◆ 
２０２１年 8 月 5 日（木） 第 2482回例会 

 
   臨時休会 
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◆幹事報告◆              山本 貴雄 

８月の例会について 

・８月 ５日 情報規定研修委員長 黄堂泰昌会員 

       社会奉仕委員長   西脇 悟会員 

   １９日 ガバナー補佐訪問・クラブ協議会 

   ２６日 納涼例会 

 ※緊急事態宣言が発出された場合、８月例会の開催につ 

いては理事役員会審議のうえ決定します。宣言が出ま 

したら例会場を使用しての例会は中止し、ZOOM や 

LINE 等を使った例会の開催も考えております。 

・2021-22 年度ガバナーノミニーについて 

・「第１９回ロータリー全国囲碁大会」について 

 

 

【訃報のお知らせ】 

 箕面ロータリークラブ 第 28 代会長 片山三郎様( 91 歳）

が 7 月 29 日 10 時 23 分ご逝去されました。 

 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 

 

◆ＡＡ報告◆       ＳＡＡ代理  木村 知也 

ニコニコ 

青 敬祐会員：暑中御見舞 

西脇 悟会員：高齢者認知症テスト受けました、満点の予 

定でしたが、想い出せない事柄が３つもあ 

り、ショックをうけています！  

山本貴雄会員、芝弘三郎会員、高橋太朗会員、木村知也会員、

浦収会員、木村貞基会員 

米山奨学会 

上島一彦会員：暑いですね！  

木村知也会員、浜地誠会員、高橋太朗会員、浦収会員、   

芝野弘三郎会員、河野優作会員、木村貞基会員、      

山本貴雄会員 

ロータリー財団 

川端崇且会員：オリンピックで熱い夏も忘れます 

木村貞樹会員、高橋太朗会員、浦収会員、山本貴雄会員、

西脇悟会員、浜地誠会員、木村知也会員、林たかみ会員 

上島一彦会員、芝野弘三郎会員、河野優作会員、 

ポリオ基金 

西脇悟会員 

 

◆委員会報告◆         会計  片山 秀樹 

 

2020-21 年度決算が終了いたしましたのでご報告いたし

ます。7/15 例会後に監査をいたしまして、すべて終了い

たしました。2020-21 年度決算報告はクラブ現況に載せて

おりますのでご確認ください。 

◆ポール・ハリスフェロー 表彰◆ 

片山秀樹会員 ２回目 

上島一彦会員 ２回目 

河野優作会員 １回目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇箕面市立文化芸能劇場 オープニングイベント◇ 

 『０１００ ＤＡＮＣＥ』 

  こころも、からだも。おどりだそう！ 

 

  8 月 4 日（水）10 時～ 

箕面市立文化芸能劇場オープニングイベントが 

開催されました。 

 

 

 

 『0100 DANCE』を踊る浦会長→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      青空の下、一際映えるモニュメント 
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◆新年度方針◆          

◇奉仕部門担当理事・職業奉仕委員長  上島 一彦 

 

今年度は職業奉仕を担当さ

せていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。私は 22 歳

で箕面青年会議所、43 歳で箕

面ロータリークラブに入会いたし

ましたので、ちょうどロータリー歴

は 20 年が経ったところでありま

す。 

 

ロータリークラブにおいて、職業奉仕とは、根幹理念であ

り核となるものです。箕面ロータリークラブの職業奉仕活動

としまして、過去には出前事業というものを行いました。ロ

ータリークラブの会員は、その業界を極めた素晴らしい方

ばかりですので、箕面第一中学校では10数名の会員が講

座をもち教えに行きました。また箕面東高校からは、高校

生の職業体験実施の依頼を受け、箕面観光ホテルや幼稚

園・保育所などを紹介させて頂きました。さらには職業例会

として、会員の事業所にいって例会を行うという事もいたし

ました。片山会員の研究所にも行かせていただいて、素晴

らしい機械を見せていただいたのを覚えております。 

 

初めに箕面市の今年度の取組について簡単にご説明さ

せていただきまして、今年度箕面ロータリークラブ職業奉

仕の事業計画をお話しさせていただきます。今年度、箕面

市は目玉としまして、二つの事業を計画しております。 

 

1. ワンウェイ箕面滝道観光 

今はコロナ禍ではりますが、この時期にしっかり計画を立

てまして、今秋には箕面観光を楽しんで頂きたいと考えて

おります。そのために箕面の滝の上に大日駐車場があるの

ですが、その駐車場に観光バスを4台停められるようにしま 

す。また箕面駅のロータリーの中には観光バス 5 台を停め

られるようにいたします。バスで大日駐車場まで上がって、

箕面の滝からはワンウェイで約 2.7キロを徒歩で下ってきて

いただきます。途中にはお寺や、昆虫館、お店、レストラン、

箕面観光ホテルなどがありますので、そちらも楽しんでいた

だけます。また森の中でアロマテラピーや森林ヨガなど健

康づくり、自分磨きの体験ツアーを考えております。 

 

2. 文化芸能・国際交流の拠点、健康寿命の延伸・ヘルス

ケアの拠点 

今、船場は大きく変わってきておりますが、船場における

テーマは 2つあります。 

1 つ目は、文化芸能、国際交流の拠点です。大阪大学

外国語学部があり、学生が3000人、留学生もおられます。

多文化共生の拠点となります。文化芸能劇場が 8 月にオ

ープンしますが、1400人と 300人の大小のホールがあり、

芸術の拠点となります。図書館は蔵書が 71 万冊（阪大の

60万冊含む）あります。全国で初の国立大学法人で、阪大

が指定管理者となる図書館です。 

2 つ目のテーマは、ヘルスケア・健康寿命の延伸です。

箕面市では鉄道の延伸にともに、健康寿命の延伸というこ

とに着目いたしまた。阪大と船場団地と箕面市が共同で関

西スポーツ科学・ヘルスケア総合センターを作ります。ここ

で大阪大学医科化学研究とベンチャー企業の拠点にしま

す。また箕面市は 5 月、2025 年大阪万博の共創パートナ

ーに登録されました。そこでこの船場を実証フィールドにし

て、万博のテーマについて実践するプログラムになってお

ります。そして健康寿命の延伸・ヘルスケアのために、0 歳

から 100歳まで健康になるダンスをしようということで「0100 

DANCE」を作りました。 

 

このような形で、文化芸能・国際交流を進めることは、ま

さに職業奉仕です。そこで今年度は、箕面ロータリークラブ

主催「箕面芸能国際交流フォーラム」の開催を考えており

ます。このフォーラムでは、大阪大学の外国語学部長であ

る竹村様、元千里国際学園学園長の大迫様、そして箕面

ロータリークラブの浦会長で、文化国際交流・ヘルスケアの

拠点という事について、プロフェッショナルの立場から討論

していただきます。場所は文化芸能劇場大ホールです。こ

のようなことを職業奉仕の一環として考えておりますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 
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◆会員増強フォーラム◆       会員増強委員会 

 

18：45～ 本日の予定について  幹事（司会進行） 

 18：50～ 浦会長 挨拶と目標発表 

 18：55～ 木村貞基会員増強選考委員長 挨拶とアイデア共有 

 19：05～ 高橋会員よりＪＣでの会員増強の取り組み事例を発表 

 19：15～ グループ（3～4人）に分かれてデスカッション 

 19：30～ グループごとの発表と情報の共有 

 19：40～ 会長講評 

 19：45   終了 

 

   

 

 

 

          

 

 

 

 

木村貞基会員増強委員長     高橋太朗会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グループ発表） 

 

・一業種１名ルール、同業種への声掛け 

 （職業分類の細分化） 

・交流会の時に入会後の活動内容を説明する 

・思いつかない 

・JC と YEGの卒業者は卒業１年前から声をかける 

・名誉会員等、会員区分を増強に活かす 

 

・会員一人一人の意識付け 

・会員属性の多様化 

・クラブの活動内容が伝わりやすいようにする 

・会員一人一人の人柄が伝わるような機会をつくる 

 

・職業分類を一人一人がしっかりみて、自分の身の周りの

人材をイメージする 

・他の会に積極的に参加して、人間関係をつくる 

 

 


